	天国の戸籍の閲覧（ピリ3:20）


新しいいのち３
1. なぜイエスを信じるのでしょうか(Ⅰペテ1:9)
2. 救いの意味
救いとは､人間の力では解決できない根本的な問題が解決されることです。
(1)過去の問題の解決（エペ2:1）
(2)現在の問題の解決（エペ2:2）
(3)未来の問題の解決（エペ2:6）

3. キリストの福音　
人類の根本的な問題である罪と死の問題を解決され、また、悪魔のしわざ　　を打ちこわされました。イエス・キリストの死と復活をキリストの福音と言います(Ⅰコリ15:1～4）
 (1)キリストの福音の内容：キリストの死とよみがえり
 (2)キリストの死：人類の罪の問題を解決するための贖いの死。
 (3)キリストの復活：人類が捕えられている死とサタンの力を打ち破った　　勝利の復活。

4. 救われる方法
救いの福音を聞き、イエス・キリストを自分の救い主として受け入れなけ　　　　　　　ればなりません。( ヨハ5:24、ヨハ1:12、エペ2:8、ロマ10:9,10 )　

5. 神の子ども
イエス様を救い主として受け入れた人は、神の子どもになると同時に、天　国の国籍が与えられます。
その人の名前は、天国の国籍である「いのちの書」に書き込まれます。
(ヨハ1:12、ピリ3:20、ルカ10:20)
6. 自分の名前が「いのちの書」に載せられていることを知っていた人々
モーセ（出32:32） ダビデ（詩69:28） ダニエル(ダニ12:1）
マラキ（マラ3:16）イエス様（ルカ10:20）パウロ（ピリ4:3）ヨハネ　（黙3:5）

7. 救いの確信
私は、神への不信仰や疑いを悔い改め、イエス・キリストを私の救い主と　　して受け入れたことによって、完全に救われたことを確認しました。
(1)私は今、神の子どもとなっていること。
(2)私の肉体は地上で過ごしているが、たましいは、もはや天の国籍を得ていること。
(3)私の名前は、天国の戸籍である「いのちの書」に記されていること。
